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アシスト
山田

定本
﨑山

得点者

上段

11

2-0 　③　↑　⑩HS

スコア 得点経過　　記録例：～ドリブル、→ゴロパス、↑浮き球パス、×混戦、Ｓシュート、Ｈヘディング得点チーム

米子北

〃
〃

ＰＫ戦の経過

82' 〃

得点時間

26'

警告・退場 警告・退場監督 監督

1412 131 2 3 5 6 74 8

城市 徳之 廣川 雄一ラフ 小川　暖 67'

延前延後 延後前半 後半 延前チーム合計

シュート

ＧＫ

林　佳吾
佐蔵　滉

谷口　将太郎

公式記録
第92回全国高校サッカー選手権大会　鳥取県大会

主審

住田　尚規

松原　基樹
浦川　優友
木下　綾郁
浦上　幸太

神田　拓朗

北島　拓海
森本　大貴
竹内　修

選 手 名
得
点

シュート 交代
OUT時間

番
号

位
置

湿度

君垣　隆義
﨑山　諒一
小川　暖

山田　優祐
嶋田　遼允
定本　佳樹
池田　凌哉

翔英学園　米子北高等学校

交代
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得
点
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選 手 名

82'

75'
52'
48'
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権田　智久

日時
天候

会場責任者

位
置

番
号

鳥取県立境高等学校4 0
前半3

1
延長
PK

副審１
ピッチ状態 観衆数

800人
良好
良好記録担当

微風
高垣　知博
八頭高校

石倉 彰二
可成　孝多副審２

雨

（オフサイド）

ＰＫ

直接ＦＫ

間接ＦＫ

風
第４の審判員

試合形式

気温

　⑯　↑　⑪HS
29'

1-0小川
森本

　⑤　→　⑬～S

林原　圭太郎
井汲　真也
山根　雄輝

56'

一般財団法人　鳥取県サッカー協会

後半
0
0

会場名 とりぎんバードスタジアム80分(延長20分)

石河　慎太郎

山崎　敏也

勝田　玲央

後半 前半

HT

71'
56'

58'

HT

71'

清水　勇希

黒田　開夢

48'

75' 橋本　拓哉 古好　飛翔 58'
52' 上段　勝生 安田　蓮

　別紙

82'

4-0 　⑧　→　⑫S
36' 3-0竹内

池田

ＣＫ



年 月 日 ( ) ）

） vs ）

3 ‐ 0
1 ‐ 0

PK

4 - 4 - 2 5 - 3 - 2

① ⑯ ⑯ ①
② ⑰ ⑰ ②
③ ⑱ ⑯ ④ ⑩ ⑱ ③
④ ⑲ ⑲ ④
⑤ ⑳ ⑳ ⑤
⑥ ㉑ ③ ⑩ ⑤ ㉑ ⑥
⑦ ㉒ ⑬ ㉒ ⑦
⑧ ㉓ ⑦ ㉓ ⑧
⑨ ㉔ ① ⑬ ⑪ ⑳ ④ ① ㉔ ⑨
⑩ ㉕ ㉕ ⑩
⑪ ⑯ ⑪
⑫ ⑨ ⑫
⑬ ⑲ ⑧ ⑥ ⑬
⑭ ⑭
⑮ ⑮

⑤ ⑨ ⑧

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report＝
第48回鳥取県高等学校総合体育大会サッカー競技の部 決勝戦

米子北 高校（ 鳥取県 境

2013 11 3 日

高校

会場（ とりぎんバードスタジアム

高校（ 鳥取県

12:06 kick off

4 0

米子北 高校 境

基本システム 基本システム

　昨年度の本大会決勝と同カードの米子北と境のライバル対決。小雨が降るピッチコンディションの下、熱戦の火蓋が
切って落とされた。前半立ち上がりは両チームともロングボールを多用した戦いであった。米子北のFW、ボランチに対
しマンマークでDFブロックを形成し守備的な布陣で臨む境に対して、米子北は両サイドにボールを入れてからゲームを
組み立て、FWの⑪小川を起点にゴールを狙った。均衡が崩れたのは前半26分、米子北の左サイドから⑯山田が上げ
たボールを⑪小川がヘッドで決めた。その後も米子北は29分に③森本がセンターサークルから上げたボールを⑩定本
がキーパーと競り合いヘッドで決め、36分には⑬﨑山が上手くペナルティーエリアに侵入し、ドリブルシュートを決め
た。前半終了直前、境も米子北DFの守備の乱れから⑨住田がシュートを打つなど何度か好機はあったが、前半は終
始米子北ペースであった。後半も米子北の高いボール支配率で始まった。境は体力が消耗する中、献身的に体を張っ
て守備を行うが、米子北のスピードとフィジカルの強さに次第に対応できなくなり、ロスタイムに米子北は中央の⑯山田
からパスを受けた途中出場の⑫上段がドリブルでDFラインを突破し、4点目を決め、タイムアップ。境の守備陣は最後
まで体を張ってゴールマウスを守り続けたが、米子北が4年連続となる全国大会出場の切符を手にした。米子北は豊
富な運動量と攻守の切り替えをストロングに、更にゴール前の崩しとフィニッシュの精度を高め、全国大会での活躍を
期待したい。
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